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性別 年代 身分 勤務する地域 2015年現在教えている科目 調査時期
A教師 男 50代 専任 関東 社会、韓国・朝鮮語 2015年 8月
B教師 男 50代 専任 甲信越 英語 2015年 8月
C教師 男 50代 専任 九州 情報 2015年 8月
D教師 女 40代 朝鮮語専任 関西 韓国・朝鮮語 2015年 9月
2016年 2月
表 2.　韓国の中学、高校で教える（教えた経験のある）日本語教師に対する調査：調査協力者
性別 年代 勤務地域 学校の種類 調査時期
E教師 男 60代 ソウル市 私立実業系高校（2014.退職） 2015年 9月
F教師 女 50代 大邱市 公立外国語高校（2013～.韓国教育院） 2015年 8月
G教師 男 50代 ソウル市 私立実業系高校 2015年 9月
H教師 男 30代 京畿道 私立一般系高校 2015年 9月
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